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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第33期 

第３四半期 
連結累計期間 

第34期 
第３四半期 
連結累計期間 

第33期 

会計期間 
自平成27年４月１日 
至平成27年12月31日 

自平成28年４月１日 
至平成28年12月31日 

自平成27年４月１日 
至平成28年３月31日 

売上高 （千円） 974,365 1,633,242 1,535,629 

経常利益又は経常損失（△） （千円） △29,279 △89,806 37,003 

親会社株主に帰属する当期純利益

又は親会社株主に帰属する四半期

純損失（△） 

（千円） △42,281 △96,198 22,324 

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △42,102 △96,626 21,252 

純資産額 （千円） 2,000,701 2,013,656 2,026,017 

総資産額 （千円） 2,784,566 3,937,684 4,002,637 

１株当たり当期純利益又は四半期

純損失金額（△） 
（円） △6.66 △15.01 3.51 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額 
（円） － － － 

自己資本比率 （％） 71.8 51.0 50.3 

 

回次
第33期

第３四半期
連結会計期間

第34期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成27年10月１日
至平成27年12月31日

自平成28年10月１日
至平成28年12月31日

１株当たり四半期純損失金額

（△）
（円） △1.85 △1.26

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては記載しておりません。 

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．第33期第3四半期連結累計期間及び第33期は潜在株式が存在しないため、また、第34期第3四半期連結累計期間は、潜在株式が存在

するものの１株当たり四半期純損失であるため、潜在株式調達後１株当たり四半期（当期）純利益金額を記載しておりません。 

 

２【事業の内容】

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

２【経営上の重要な契約等】

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループ（当社及び連

結子会社）が判断したものであります。

 

(1）業績の状況 

当第３四半期連結累計期間における当社グループの概況としましては、グループ経営強化による企業規模の拡大

に伴い、売上高が増加したこと等により、当第３四半期連結累計期間における売上高は1,633,242千円（前年同期

比67.6％増）と順調に推移しております。

利益面につきましては、将来の収益の最大化に向けた積極的な投資を行った結果、営業損失86,574千円、経常損

失89,806千円、親会社株主に帰属する四半期純損失96,198千円となりました。 

 

四半期ごとの業績の推移といたしましては、全ての四半期で売上高は大幅に増加したこと及び第１四半期連結会

計期間においては、子会社の再構築費用の発生等により、81,456千円の経常損失を計上いたしましたが、第２四半

期及び第３四半期につきましては、のれん償却費を除く経常利益を計上すること等、業績は拡大基調にございま

す。 

 

(2）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産につきましては、のれん償却等により、前連結会計年度末と比べ64,953千

円減少し3,937,684千円となりました。負債につきましては、借入金返済を行ったこと等により、前連結会計年度

末と比べ52,592千円減少し1,924,028千円となりました。

また、純資産につきましては、当第２四半期連結会計期間末と比較して107,465千円増加となる2,013,656千円と

なりました。

 

(3）研究開発活動 

当第３四半期連結累計期間における、研究開発活動の金額は、27,682千円（前年同期は、36,506千円）となりま

した。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種 類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,400,000

計 26,400,000

 

②【発行済株式】

種 類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内 容

普通株式 7,253,500 7,253,500
東京証券取引所

マザーズ

単元株式数は100株で

あります。

計 7,253,500 7,253,500 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

当第３四半期会計期間において、行使価格修正条項付新株予約権付社債券等に係る新株予約権が次のとおり

行使されております。

 

第3四半期会計期間

（平成28年10月１日から

 平成28年12月31日まで） 

当該四半期会計期間に権利行使された当該行使価額修正条項付新株予約権付

社債券等の数（個）
3,020

当該四半期会計期間の権利行使に係る交付株式数（株） 302,000

当該四半期会計期間の権利行使に係る平均行使価額等（円） 367.6

当該四半期会計期間の権利行使に係る資金調達額（千円） 111,001

当該四半期会計期間の末日における権利行使された当該行使価額修正条項付

新株予約権付社債券等の数の累計（個）
3,176

当該四半期会計期間の末日における当該行使価額修正条項付新株予約権付社

債券等に係る累計の交付株式数（株）
317,600

当該四半期会計期間の末日における当該行使価額修正条項付新株予約権付社

債券等に係る累計の平均行使価額等（円）
367.8

当該四半期会計期間の末日における当該行使価額修正条項付新株予約権付社

債券等に係る累計の資金調達額（千円）
116,806

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。
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（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年10月１日～ 

平成28年12月31日 
－ 7,253,500 － 919,250 － 229,812

 

（６）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

 

（７）【議決権の状況】

 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成28年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成28年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  885,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,367,400 63,674 －

単元未満株式 普通株式    400 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 7,253,500 － －

総株主の議決権 － 63,674 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が700株含まれております。なお、「議決権の数」欄には、同機構

名義の完全議決権株式に係る議決権の数7個が含まれております。 

 

②【自己株式等】

平成28年12月31日現在
 
所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

 株式会社ＡＳＪ
埼玉県川口市栄町

３丁目２－１６
885,700 － 885,700 12.21

計 － 885,700 － 885,700 12.21

（注）新株予約権の行使に伴い、当第３四半期会計期間末の自己株式は583,700株となっております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平

成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,167,123 1,141,789 

受取手形及び売掛金 218,804 95,579 

有価証券 109,698 10,035 

商品及び製品 30,644 37,865 

仕掛品 12,759 68,452 

原材料及び貯蔵品 2,292 1,918 

繰延税金資産 2,512 5,685 

その他 248,871 325,778 

貸倒引当金 △25 － 

流動資産合計 1,792,681 1,687,104 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 539,407 524,970 

土地 793,720 793,720 

その他（純額） 28,184 28,523 

有形固定資産合計 1,361,311 1,347,213 

無形固定資産    

のれん 385,963 350,486 

その他 393,584 480,544 

無形固定資産合計 779,548 831,030 

投資その他の資産 69,096 68,565 

固定資産合計 2,209,956 2,246,810 

繰延資産 － 3,770 

資産合計 4,002,637 3,937,684 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 70,715 64,384 

短期借入金 1,150,000 1,081,000 

未払法人税等 23,034 15,047 

賞与引当金 31,230 22,979 

その他 534,711 567,094 

流動負債合計 1,809,692 1,750,506 

固定負債    

退職給付に係る負債 132,803 138,914 

役員退職慰労引当金 29,140 26,780 

その他 4,983 7,826 

固定負債合計 166,928 173,521 

負債合計 1,976,620 1,924,028 

純資産の部    

株主資本    

資本金 919,250 919,250 

資本剰余金 821,371 783,970 

利益剰余金 674,855 565,952 

自己株式 △403,265 △261,162 

株主資本合計 2,012,211 2,008,009 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △15 218 

為替換算調整勘定 195 1,313 

その他の包括利益累計額合計 180 1,532 

新株予約権 － 4,114 

非支配株主持分 13,624 － 

純資産合計 2,026,017 2,013,656 

負債純資産合計 4,002,637 3,937,684 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 974,365 1,633,242 

売上原価 524,713 1,041,962 

売上総利益 449,652 591,280 

販売費及び一般管理費 478,587 677,854 

営業損失（△） △28,934 △86,574 

営業外収益    

受取利息及び配当金 747 533 

為替差益 218 1,453 

その他 823 613 

営業外収益合計 1,789 2,600 

営業外費用    

支払利息 1,671 4,923 

その他 462 910 

営業外費用合計 2,134 5,833 

経常損失（△） △29,279 △89,806 

税金等調整前四半期純損失（△） △29,279 △89,806 

法人税、住民税及び事業税 13,002 8,171 

法人税等合計 13,002 8,171 

四半期純損失（△） △42,281 △97,978 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） － △1,779 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △42,281 △96,198 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純損失（△） △42,281 △97,978 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 78 233 

為替換算調整勘定 100 1,117 

その他の包括利益合計 179 1,351 

四半期包括利益 △42,102 △96,626 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △42,102 △94,847 

非支配株主に係る四半期包括利益 － △1,779 
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 なお、当該変更が四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。 

 

（四半期連結損益計算書関係）

（業績の季節的変動） 

 当社グループでは、第４四半期連結会計期間において、他の四半期と比較して売上高及び利益が集中する傾向

にあります。 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額及び負の

のれんの償却額は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

減価償却費 66,153千円 149,702千円

のれんの償却額 7,280千円 35,477千円

負ののれんの償却額 328千円 －千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額 

（千円）

１株当たり 

配当額 

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月23日 

定時株主総会
普通株式 12,704 2  平成27年３月31日  平成27年６月24日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

 １．配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額 

（千円）

１株当たり 

配当額 

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月９日 

取締役会決議
普通株式 12,704 2  平成28年３月31日  平成28年６月10日 利益剰余金

 

 ２．株主資本の金額の著しい変動

   当第３四半期連結累計期間において、行使価額修正条項付第１回新株予約権の一部行使による自己株式の

  処分等により、資本剰余金が37,401千円減少し、自己株式が142,102千円減少しております。この結果、当

  第３四半期連結会計期間末において資本剰余金は783,970千円、自己株式は261,162千円となりました。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成28年４月１日 至平成28年12月31日）

当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 6円66銭 15円01銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純損失金額

（千円） 
42,281 96,198

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純損失金額（千円）
42,281 96,198

普通株式の期中平均株式数（株） 6,352,200 6,410,393

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在するものの、１株当たり四半期純損失で

あるため、記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年２月10日

株式会社ＡＳＪ 

取締役会 御中 

 

新日本有限責任監査法人 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 川口 宗夫  印 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 飯塚 正貴  印 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＡＳＪ

の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平成28

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビ

ューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

監査人の結論 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＡＳＪ及び連結子会社の平成28年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。 

利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上

 

 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別

途保管しております。 

    ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。 
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